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連結子会社における債権の取立不能のおそれに関するお知らせ 

 

当社の連結子会社であるロードスターファンディング株式会社において、同社の取引先

に対する債権につき取立不能のおそれが生じたことについて、下記のとおりお知らせいた

します。 

記 

 

１．当社子会社の概要 

(1) 名称 ロードスターファンディング株式会社 

(2) 所在地 東京都中央区銀座一丁目 10 番 6 号 

(3) 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 岩野 達志 

(4) 事業内容 貸金業 

(5) 資本金 25 百万円 

 

２．当該取引先の概要 

本件貸付は、クラウドファンディングを通じて実行されたものですが、実行当初は貸金

業法の実務上の指導として貸付先の匿名化が求められておりました。現在は一定条件の

下、新規貸付先の匿名化の指導は解除されておりますが、解除前に実行済みの案件につい

ては引き続き匿名化がなされている状況です。 

上記理由および当該取引先について、手形の不渡りや破産手続開始等の事実が発生し

ておらず、債権回収可能性への影響も考慮した結果、名称等の公開は差し控えさせていた

だきます。 

  



３．取立不能のおそれが生じた経緯 

連結子会社であるロードスターファンディング株式会社は、当該取引先から金銭消費

貸借契約に基づき利息の支払を受けておりましたが、2022 年 1 月 4 日期日の利息の支

払が遅延し、最終弁済日の 2022 年 3 月 31 日に元本全額及び利息の支払いがありません

でした。 

 

４．当該取引先に対する債権の種類及び金額(2022 年 3 月 31 日現在) 

営業貸付金 750 百万円 

未収利息  18 百万円 

 

５．貸倒引当金繰入額の計上 

取立不能のおそれがある債権について、不動産を担保として設定することにより保全

しておりますが、当該取引先の営業状況を踏まえると任意弁済が行われる可能性が低い

ことから、当該債権のうち担保処分等により保全されない金額 64 百万円を貸倒引当金繰

入額として計上する見込みです。 

 

６．今後の見通し 

当該貸倒引当金繰入額につきましては、2022 年 12 月期第 1 四半期の営業損益もしく

は経常損益に影響する見込みです。 

一方で、本件貸付は匿名組合契約に基づく出資を原資とした貸付であり本件貸付から

生ずる損益は最終的には匿名組合出資者が享受します。そのため、2022 年 12 月期通期

の当社グループの業績予想に与える影響については、営業損益・経常損益への影響は上記

のとおりですが、同額を匿名組合出資者に匿名組合損益分配額として損益配当するため、

当期純利益への影響はございません。 

 

以上 


